
 

プレス向け声明 

 

１ 安倍晋三日本国総理大臣及びＶ．Ｖ．プーチン・ロシア

連邦大統領は，２０１６年１２月１５日－１６日に長門市

及び東京で行われた交渉において，択捉島，国後島，色丹

島及び歯舞群島における日本とロシアによる共同経済活

動に関する協議を開始することが，平和条約の締結に向け

た重要な一歩になり得るということに関して，相互理解に

達した。かかる協力は，両国間の関係の全般的な発展，信

頼と協力の雰囲気の醸成，関係を質的に新たな水準に引き

上げることに資するものである。 

 

２ 安倍晋三日本国総理大臣及びＶ．Ｖ．プーチン・ロシア

連邦大統領は，関係省庁に，漁業，海面養殖，観光，医療，

環境その他の分野を含み得る，上記１に言及された共同経

済活動の条件，形態及び分野の調整の諸問題について協議

を開始するよう指示する。 

 

３ 日露双方は，その協議において，経済的に意義のあるプ

ロジェクトの形成に努める。調整された経済活動の分野に

応じ，そのための国際約束の締結を含むその実施のための

然るべき法的基盤の諸問題が検討される。 

 

４ 日露双方は，この声明及びこの声明に基づき達成される

共同経済活動の調整に関するいかなる合意も，また共同経

済活動の実施も，平和条約問題に関する日本国及びロシア

連邦の立場を害するものではないことに立脚する。 

 

５ 両首脳は，上記の諸島における共同経済活動に関する交

渉を進めることに合意し，また，平和条約問題を解決する

自らの真摯な決意を表明した。 


